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私は 2009 年 8月から2010 年 10月までペル ・ー
カトリカ大学に留学しました。その際、リマ市の
「ペルー日系人協会」で行われる「どんぐりクラブ」
で日本語ボランティアを経験しました。同クラブは、
日本から帰国したペルー人の子供（～15 歳くらい
まで）で日常会話レベルの日本語を話す子供達を
対象としています。
活動は毎月第 2 土曜日に 2 時間行っており、年
齢別に 3 つのグループに分けて様々なアクティビ
ティを行います。アクティビティは、しりとりや、折
り紙を使ったゲーム、トークゲーム等です。日本
のバラエティ番組で人気のゲームを再現する時もあ
ります。ボランティアは、毎回の活動の前に集まっ
てアクティビティの内容を考えるのですが、この際
大切にしていることは、ただ楽しくゲームをするだ
けではなく、「遊びを通して日本語を話す」環境作
りをするという点です。年少のグループは日本語
を話せる体を使ったゲームを取り入れ、年長のグ
ループはサイコロを使ったトークゲームを実施する
等、年齢に合わせたゲームをすることで、幅広い
年齢の子供達が楽しめる空間を作っています。グ
ループ毎のゲームの後は参加者全体でのゲームを
実施する時もあります。年齢を超えた交流をして
欲しいという考えの元、チーム対抗戦のゲームを
考え実施しています。活動の中にはおやつの時間
もあり、ボランティアとの話や、参加者間での交
流ができる時間です。また、1月には餅つき、7月
には七夕というような日本の行事を行うこともあり
ます。これまで慣れ親しんできた日本語の環境作
りができるよう配慮することで、急に帰国してきた
子供達が安心できる場としても活用されているよう
に思いました。さらに、同じ境遇の子供達同士が
交流することで、急な環境の変化への不安軽減に
もなります。またそこに日本語を話すいわばお兄さ
ん、お姉さん的なボランティアが加わることで、彼
らにとって心強い存在になっているのではと感じま
した。
また、16 歳以上の日本からの帰国者向けの会「お
しゃべり会」も同協会内にて行われています。こ
の会には帰国者だけではなく、留学や仕事でリマ
に滞在する日本人も参加しています。日本語を使っ
たゲームの他にディベートを行ったりもします。ま
た、仕事や生活の悩み等を共有する場としても活
用されています。
両クラブの参加者は、「日本」と「ペルー」を行
き来しています。それぞれの日本語のレベルは生
活環境や、帰国の時期によって異なります。ペルー
に帰国後すぐに日本語を忘れてしまう人もいれば、
スペイン語の習得に苦労する人もいます。しかし、
日本で過ごした経験というのは共通のものです。
日本語ボランティアを通じ、ペルーの子どもたち
や若者と日本をつなぐ橋渡しの役目を少し担った
と感じた 1年間でした。
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